
山口真文

 “コードレス”ゆえに立ち現れる広い空間に

　山口真文の音像が造形されていく

「録音当日、3人の音をコントロールルームで聴いていたぼくが立ち会ったのは、粛然とひらかれた空間に真文さんの音が象徴
的・立体的に造形されていく様でした。三次元のなかに威厳をもって立ち現れる、生命感を湛えた有機的な音の造形。“スケル
トン空間” のなかで瞬間瞬間に姿を変える “音の動態彫刻” です」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ―――Days of Delight ファウンダー＆プロデューサー　平野暁臣

（2021年12月11日東京録音）

山口真文
tenor & soprano sax

小牧良平
bass

本田珠也
drums

山口真文にとって5年ぶりの新譜となる『Trinity』は、あえてピアノ

を排して臨んだ意欲作。信頼する小牧良平 (b) と本田珠也 (ds) が脇を

固めるコードレス・トリオという編成です。”コードレス”ゆえに立ち

現れる広い空間に、山口真文の音像が造形されていく様はじつにスリ

リング。高純度かつ高濃度のサウンドが上質な緊張感を生み出します。DOD-025   定価 ￥2,500（税込 ¥2,750）　JAN：4582530660399

半世紀にわたって日本ジャズ界を牽引する山口真文の野心的な新録音！

2022
6.22
発 売


